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令和６年第１回定例会の議決結果
議案番号 件　　　名 採決

結果
議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 承認
議案第２号 いすみ市監査委員条例の一部改正について 可決
議案第３号 いすみ市行政組織条例の一部改正について 可決

議案第４号

いすみ市行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正に
ついて

可決

議案第５号 いすみ市バス交通運行に関する条例の一部改正について 可決

議案第６号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について 可決

議案第７号 いすみ市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 可決

議案第８号 いすみ市ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例
及びいすみ市市営住宅管理条例の一部改正について 可決

議案第９号 いすみ市介護保険条例の一部改正について 可決

議案第10号 いすみ市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準等を定める条例等の一部改正について 可決

議案第11号 いすみ市小規模埋立て等による土壌の汚染及び災害の
発生の防止に関する条例の一部改正について 可決

議案第12号 いすみ市漁港管理条例の一部改正について 可決

議案第13号 いすみ市水道事業の設置等に関する条例の一部改正
について 可決

議案第14号 いすみ市水道事業給水条例の一部改正について 可決
議案第15号 令和５年度いすみ市一般会計補正予算（第 11 号） 可決

議案第16号 令和５年度いすみ市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 可決

議案第17号 令和５年度いすみ市介護保険特別会計補正予算
（第３号） 可決

議案第18号 令和５年度いすみ市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号） 可決

議案第19号 令和５年度いすみ市水道事業会計補正予算（第４号）可決
議案第20号 令和６年度いすみ市一般会計予算 可決
議案第21号 令和６年度いすみ市国民健康保険特別会計予算 可決
議案第22号 令和６年度いすみ市介護保険特別会計予算 可決
議案第23号 令和６年度いすみ市後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第24号 令和６年度いすみ市水道事業会計予算 可決
議案第25号 いすみ市教育委員会委員の任命について（押塚 尚） 同意
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について ( 藤平 功） 同意
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について ( 芝﨑 久男） 同意
発議第１号 いすみ市議会委員会条例の一部改正について 可決

発議第２号
今後のＪＲ外房線及び京葉線のダイヤ改正においては
市民の声と利便性の向上に十分配慮されるとともに
列車運行本数の維持を求める決議

可決

報告第１号 専決処分の報告について 報告

議議
会会
だだ
よよ
りり      

第第
7744
号号

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

第
１
回
定
例
会
が
２
月
27
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
６
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計

予
算
ほ
か
24
議
案
及
び
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
２
名
の
推
薦
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の

結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会
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質問者 質問通告一覧
田 井 秀 明 議員 大規模地震対策／大地震、大津波、台風や竜巻など風水害による大規模災害発

生時の対応／市への陳情や要望の手続き／道路の交通安全対策
井上ひろみ 議員 災害対策／森林・里山を守る事／子育て支援
浅 野 照 久 議員 学習環境の現状と課題／教職員のメンタルヘルス
峰 島 正 広 議員 人工透析を受ける方の負担軽減／大規模災害時の被災者支援
山 口 朋 子 議員 防災対策／切れ目ない伴走型子育て支援／共働き・共育ての推進
太 田 雅 彦 議員 市内中学校の部活動の地域移行／市内小・中学校に導入したタブレット端末や

ICT 環境の現状
元 吉 栄 一 議員 多文化共生のまちづくり／海岸づくり会議

第１回定例会の一般質問は、２月 29日に７名の議員から市政に関する諸問題に
ついての質問があり、活発な議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な
質問及び答弁の一部を掲載します。

なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、いすみ市の
ホームページ又は夷隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧
することができます。（第１回定例会の会議録は６月上旬に公開を予定しています。）

３
月
６
日
及
び
７
日
に

各
常
任
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
委
員
会
付
託
さ
れ
た

議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
令
和
６
年

度
い
す
み
市
一
般
会
計
予

算
に
お
け
る
主
な
質
疑
及

び
答
弁
に
つ
い
て
掲
載
し

ま
す
。

問　

消
防
機
庫
新
築
工
事

費
の
積
算
根
拠
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
県
の
公
共
建
築
工
事

積
算
基
準
を
基
に
算
定

し
て
い
ま
す
。

問　
一
般
廃
棄
物
処
理
対
策

事
業
の
工
事
請
負
費
に
つ

い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
導
入
す
る
と
の
こ

と
だ
が
利
用
で
き
る
種
類

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
伺
い
た
い
。

答　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

電
子
マ
ネ
ー
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
決
済
等
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

問　
た
め
池
等
整
備
事
業
の

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
に
つ
い
て
、
配
布
す

る
範
囲
を
伺
い
た
い
。

答　
該
当
地
区
の
区
長
と
相

談
の
う
え
、
た
め
池
が
あ

る
該
当
地
区
の
世
帯
に
配

布
を
考
え
て
い
ま
す
。

こちらのQRコード
からも会議録検索・
閲覧ができます

委
員
会

審
査報告

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

第
１
回
定
例
会

○
令
和
６
年
度
い
す
み
市
一

般
会
計
予
算
及
び
各
特
別

会
計
予
算
を
可
決

一
般
会
計
予
算 

１
８
７
億
２
９
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算 

５
２
億
７
７
７
万
６
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算 

４
４
億
６
１
９
２
万
２
千
円

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
特
別
会
計
予
算 

７
億
３
８
４
６
万
１
千
円

水
道
事
業
会
計
予
算
支
出
総
額

２
２
億
５
６
８
６
万
１
千
円

〇
い
す
み
市
教
育
委
員
会
委

員
に
押
塚
尚
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

藤
平
功
氏
、
芝
﨑
久
男
氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
後
の
Ｊ
Ｒ
外
房
線
及
び

京
葉
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

お
い
て
は
市
民
の
声
と
利

便
性
の
向
上
に
十
分
配
慮

さ
れ
る
と
と
も
に
列
車
運

行
本
数
の
維
持
を
求
め
る

決
議
を
東
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
千
葉
支
社
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
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大
規
模
地
震
対
策

大
規
模
地
震
対
策

田
井
秀
明

田
井
秀
明  

議
員
議
員

人
工
透
析
を
受
け
る
方

人
工
透
析
を
受
け
る
方

の
負
担
軽
減

の
負
担
軽
減

峰
島
正
広

峰
島
正
広  

議議  

員員

学
習
環
境
の
現
状
と

学
習
環
境
の
現
状
と

課
題
課
題

浅
野
照
久

浅
野
照
久  

議議  

員員

災
害
対
策

災
害
対
策

井
上
ひ
ろ
み

井
上
ひ
ろ
み  

議議  

員員

田
井
議
員　
水
道
網
の
震
災
対

策
及
び
発
災
時
の
水
の
供
給

体
制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

水
道
課
長　

市
で
は
、
い
す
み

市
地
域
防
災
計
画
に
水
道
重

要
施
設
の
耐
震
化
、
緊
急
時

給
水
拠
点
の
確
保
等
の
対
策

を
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
い

す
み
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
危
機
管
理
に
対
応

し
た
強
靱
な
水
道
の
構
築
を

目
標
と
設
定
し
ま
し
た
。

　
　

発
災
時
の
水
の
供
給
体
制

に
つ
い
て
は
、
車
載
用
給
水

タ
ン
ク
で
の
応
急
給
水
を
は

じ
め
給
水
袋
、
災
害
用
備
蓄

水
の
配
布
、
南
房
総
広
域
水

道
企
業
団
か
ら
の
送
水
に
よ

り
応
急
給
水
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
市
で
対
応

で
き
な
い
場
合
は
、
千
葉
県

水
道
災
害
相
互
応
援
協
定
に

峰
島
議
員　

病
院
送
迎
バ
ス

の
乗
車
が
困
難
で
福
祉
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
方
の
負
担

軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

福
祉
課
長　
人
工
透
析
を
受
け

る
方
へ
の
負
担
軽
減
制
度
に
つ

い
て
は
、
医
療
費
で
は
、
特

定
疾
病
療
養
受
療
制
度
に
よ

り
自
己
負
担
額
が
１
つ
の
医

療
機
関
に
つ
き
月
額
１
万
円
、

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

は
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
制
度
に
よ
り

自
己
負
担
額
が
低
所
得
者
世

帯
で
は
無
料
に
、
市
町
村
民

税
所
得
割
課
税
世
帯
で
は
１

回
３
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
自
立
支
援
医

療
制
度
で
の
負
担
軽
減
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
未
満

の
方
は
障
害
年
金
の
受
給
対

象
と
な
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　

通
院
の
負
担
軽
減
の
た
め

の
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
拡

充
に
つ
い
て
は
、
人
工
透
析
治

療
を
さ
れ
る
方
や
、
他
の
疾

患
に
よ
る
障
害
を
お
持
ち
の

方
等
を
含
め
た
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
、
今
後
対
象
と
な

る
方
の
状
況
や
他
市
町
村
の

動
向
を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

浅
野
議
員　
近
年
の
急
激
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
歩
に
対
応

す
る
た
め
十
分
な
情
報
通
信

技
術
を
適
切
に
利
用
・
活
用

で
き
る
力
を
持
っ
た
教
師
が

必
要
で
あ
り
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学

習
方
法
や
情
報
通
信
技
術
を

活
用
す
る
能
力
の
育
成
が
重

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
課
長　
教
育
委
員
会

で
は
、
情
報
通
信
技
術
を
利

活
用
で
き
る
力
を
持
っ
た
教

員
の
育
成
や
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学

習
方
法
を
習
得
す
る
場
と
し

て
、
各
校
の
情
報
教
育
担
当

者
を
中
心
に
、
情
報
教
育
研

井
上
議
員　
地
震
後
の
火
災
の

原
因
は
電
気
系
統
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
補
助

制
度
を
設
け
る
等
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
推
進

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

た
い
。

危
機
管
理
課
長　

 

阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

な
ど
、
過
去
の
大
規
模
地
震

災
害
に
よ
る
火
災
の
原
因
と

し
て
、
停
電
が
復
旧
し
た
際

に
発
生
す
る
通
電
火
災
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
震
災
時
に
お
い

て
住
宅
が
密
集
し
、
大
規
模

火
災
発
生
の
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
準
防
火
地
域
の

大
原
漁
港
周
辺
や
大
原
商
店

答

答

答

答

　

水
道
重
要
施
設
の
耐

震
化
、
緊
急
時
給
水
拠

点
の
確
保
等
の
対
策
を

行
い
、発
災
時
に
は
車
載

用
給
水
タ
ン
ク
で
の
応

急
給
水
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
の
応
援
協
定
を

基
に
、
水
の
供
給
体
制

を
確
保
し
て
い
く

　

対
象
と
な
る
方
の
状

況
や
他
市
町
村
の
動
向

を
調
査
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る

　

今
後
も
、
教
職
員
の

授
業
力
や
児
童
・
生
徒

の
活
用
能
力
の
向
上
に

向
け
、
各
校
の
環
境
整

備
と
指
導
助
言
に
努
め

て
い
く

　

住
宅
が
密
集
し
、

大
規
模
火
災
発
生
の

可
能
性
が
高
い
と
思

わ
れ
る
準
防
火
地
域

な
ど
の
世
帯
に
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
を
配
布

し
ま
し
た

基
づ
き
、
千
葉
県
並
び
に
県

内
事
業
体
へ
応
援
を
要
請
し
、

災
害
時
の
水
の
供
給
体
制
を

確
保
し
て
い
き
ま
す
。

街
、
夷
隅
地
域
の
苅
谷
商

店
街
、
岬
地
域
の
長
者
商

店
街
な
ど
の
世
帯
に
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
を
配
布
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

修
会
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま

す
。
研
修
に
参
加
し
た
情
報

教
育
担
当
者
が
校
内
研
修
会

で
講
師
と
な
り
、
各
校
の
職

員
の
活
用
能
力
や
授
業
力
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
校
と
も
月
に
１
度
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
を
派
遣
し
、
効
果
的

な
学
習
方
法
や
機
器
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
校
内
研
修
等
で

教
職
員
に
情
報
提
供
を
し
て

い
ま
す
。

　
　

さ
ら
に
、
夏
季
休
業
中
に

実
施
し
て
い
る
教
育
委
員
会

主
催
の
市
教
職
員
研
修
会
で

は
、
管
理
職
も
含
め
た
市
内

教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力

向
上
の
た
め
の
講
座
を
今
年

度
新
設
し
、
情
報
教
育
の
よ

り
一
層
の
向
上
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
　

今
後
も
、
教
職
員
の
授
業

力
や
児
童
・
生
徒
の
活
用
能

力
向
上
に
向
け
、
各
校
の
環

境
整
備
と
指
導
助
言
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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議
会
の
傍
聴
は
、
市
役

所
大
原
庁
舎
４
階
議
会

事
務
局
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

６
月
４
日
㈫
10
時 

開
会

	
  

議
案
の
上
程

　
　
６
日
㈭
10
時 

一
般
質
問

　
　
11
日
㈫
10
時	

議
案
審
議

　
　
12
日
㈬
９
時	

委
員
会

　
　
13
日
㈭
９
時	

委
員
会

　
　
21
日
㈮
10
時	

委
員
長
報
告

	
  

議
案
審
議

	
  

閉
会

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

第
2
回
定
例
会
日
程（
予
定
）

☎ 0470−62−1406
市ホームページアドレス
https://www.city.isumi.lg.jp/
こちらの QR コード
からも、いすみ市議
会のホームページを
閲覧できます。

編集　議会だより編集委員会

山
口
議
員　
能
登
半
島
地
震
で

は
、
集
落
の
孤
立
な
ど
で
職

員
が
役
所
に
参
集
で
き
な
い

な
ど
、
計
画
通
り
の
実
行
は

困
難
を
極
め
、
自
治
体
の
業

務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

実
効
性
へ
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

被
害
自
治
体
だ
け
で
は
十
分

に
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
自
治

体
か
ら
の
応
援
受
入
体
制
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

危
機
管
理
課
長　
市
で
は
、
人

的
、
物
的
資
源
等
の
支
援
、

提
供
を
受
け
、
活
用
す
る
た

め
に
必
要
な
受
援
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
捉
え
、
有
事
の

際
に
速
や
か
な
応
援
要
請
が

で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な
応

援
要
請
先
、
要
請
業
務
、
必

要
資
機
材
、
要
請
ま
で
の
手

順
等
を
定
め
た
「
い
す
み
市

受
援
計
画
」
を
令
和
２
年
に

答　
「
い
す
み
市
受
援
計

画
」
を
基
に
国
や
県
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
速
や
か
な
災
害
応

急
対
策
や
被
災
者
支
援

が
で
き
る
よ
う
体
制
の

整
備
を
図
っ
て
い
く

防
災
対
策

防
災
対
策山

口
朋
子

山
口
朋
子  

議議  

員員

策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
日
頃
か
ら
の
職

員
訓
練
や
防
災
訓
練
を
通
じ

て
、
人
的
、
物
的
支
援
の
受

入
れ
や
、
各
対
策
部
の
受
援

対
象
業
務
な
ど
の
確
認
を
行

い
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
速
や
か
な
災

害
応
急
対
策
や
被
災
者
支
援

が
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備

を
図
って
い
ま
す
。

市
内
中
学
校
の
部
活
動

市
内
中
学
校
の
部
活
動

の
地
域
移
行

の
地
域
移
行

太
田
雅
彦

太
田
雅
彦  

議議  

員員

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
く
り

元
吉
栄
一

元
吉
栄
一  
議議  
員員

太
田
議
員　
令
和
５
年
第
１
回

定
例
会
に
お
い
て
、
市
内
中

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
質
問
を
し
た
が
、
国

が
定
め
た
改
革
推
進
期
間
の

初
年
度
が
終
わ
る
中
、
教
育

委
員
会
が
検
討
し
て
い
る
市

内
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移

行
に
つ
い
て
の
現
状
を
伺
い

た
い
。

学
校
教
育
課
長　
教
育
委
員
会

で
は
、
令
和
５
年
３
月
に
市

部
活
動
地
域
移
行
協
議
会
設

元
吉
議
員　
多
文
化
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

た
い
。

企
画
政
策
課
長　
現
在
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
主
に
７
か
国

８
言
語
の
ほ
か
、
１
３
２
の
国

の
言
語
に
対
応
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
防
災
対
策
と
し
て

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難

場
所
看
板
の
英
語
表
記
、
ま

た
市
役
所
の
市
民
課
で
各
種

手
続
き
を
す
る
際
に
は
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

翻
訳
機
能
を
通
じ
、
分
か
り

や
す
く
情
報
提
供
を
行
う
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
が
進
む
中
、
地
域

社
会
の
担
い
手
と
し
て
外
国

人
が
社
会
参
画
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
外
国
人
に
対
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
等
外
国
人

が
生
活
し
や
す
い
環
境
を
整

え
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
共
に
助
け
合
っ
て
活
躍
し
て

い
く
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

　

令
和
６
年
度
中
に
市

内
で
１
部
活
動
を
市
の

モ
デ
ル
部
活
動
と
し

て
、
休
日
の
部
活
動
の

地
域
移
行
を
予
定
し
て

い
る

　

外
国
人
が
生
活
し
や

す
い
環
境
を
整
え
、
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て

立
に
向
け
た
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
休
日
の
中
学
校
部

活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る

国
や
県
の
方
針
を
説
明
し
、

参
加
者
か
ら
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

本
年
度
は
、
い
す
み
市
地

域
部
活
動
推
進
協
議
会
を
組

織
し
、
部
活
動
の
現
状
、
活

動
団
体
の
現
状
、
中
学
生
や

保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
、
他
地
域
の
状
況
等
に

つ
い
て
情
報
を
共
有
し
、
市

内
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
地

域
移
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
協

議
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

現
時
点
で
の
協
議
会
の
方

向
性
と
し
て
は
、
令
和
６
年

度
中
に
市
内
で
１
部
活
動
を

市
の
モ
デ
ル
部
活
動
と
し
て
、

休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
費
用
や
送
迎
等
の
保
護

者
負
担
、
指
導
者
の
確
保
や

研
修
等
の
課
題
を
明
確
に
し
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
会
に

お
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

共
に
助
け
合
っ
て
活
躍

し
て
い
く
多
文
化
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
非
常
に
重
要
と

考
え
て
い
る
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